
活動内容と成果
●ESD地域リーダー育成数は15人である
●「ESDプログラム」は、13プログラム作成できた
●�プログラム作成者は、今後プログラムを実践し、
フィードバックする。2018年度作成したプログラ
ムは、実施報告会でブラッシュアップを行った
●�実効性のあるプラットホームづくりについて協議
し、使命・機能・条件・運営の構成概念ができた
●�SDGs公開セミナーに、企業・学生・行政の参加が
あった

課　題
SDGsを達成していくためには、ESDの視点を持った
学習及び活動のプログラムと地域でのリーダーを持
続可能にしていく仕組みがないことが課題である。

目　標
●�SDGs達成のためにESD地域リーダーを育成して、
活動の場を設ける
●�多様な主体とのネットワークでSDGsを進めるプ
ラットホームを作り、協働事業を提案する

（特非）　環境パートナーシップちば

SDGsを達成するための 
ESD地域リーダー担い手育成事業

SDGs公開セミナー

SDGsを進めるプラットホーム
づくりWS

ESD地域リーダー
人材育成 15 人
プラットホーム作り
会議参加者 32 人
今年度計画の達成度 100 ％
目標達成度 90 ％

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
公開セミナーに、企業、行政の参加
者を増やすために、本事業以外でも
SDGs、ESDに関わる事業を実施し
た。

■工夫した点
ESD地域リーダー育成事業の2会場
は、同じ内容で平日・休日開催とし
たので、都合が良い開催日に振替え
できる工夫をした。

●�ESD地域リーダー育成事業3年目は県内南部の地域で展開し、地域リーダーや活
動団体との交流・連携を進める
●�SDGsを周知する場（セミナー等）を開催し、SDGｓを自分ごととしてとらえることを伝える

今後の
展望

活動地域  千葉県

〒262-0006　
千葉県千葉市花見川区横戸台
21-13
電話：090-8116-4632
E-mail：info@kanpachiba.com
HP：https://kanpachiba.com/

実　践

つづける助成

2年目

活動内容と成果
●�桶川市社会教育委員会議の活動の取りまとめの中
でSDGsの学びの重要性を盛り込むことができた
●�「SDGsと私」の原稿を応募した方が20人、「169
のターゲットの中で関心のあるもの三つ」のアン
ケートに感想を交えて応募したものが27人いる。
SDGs勉強会参加者数は236人である。自分の取
り組んでいる活動とSDGsの関連を主体的に考え
る機会を持つことで、環境やSDGsへの関心を高
められた
●�自然体験活動を45活動実施、501人の参加があ
り、楽しく学ぶ機会を持つことでSDGsへの関心が
高まった課　題

埼玉県桶川市、北本市などでは、環境への関心の高さ
に比べて、SDGsへの理解は不登校・引きこもりの子
ども・若者をはじめ、小学生から大人に至るまで認
知度はかなり低い。

目　標
自然体験活動に取り組み、SDGsを学び、発信する活
動を行うことで、不登校・引きこもりの子ども・若者
や地域住民にSDGsへの意識を向上させる仕組みを
構築する。

（特非）　しゃぼん玉の会

Promising Future Project　
～後に続く世代が幸せになるようにSDGsを学ぶ
子どもと若者のプロジェクト～事業

オオムラサキと菅谷館跡を学ぶ親子の笑顔

環境ワークショップでのロール
ケーキ作り

イベントの延べ
参加者数 501 人
SDGs勉強会
（ミニ勉強会）参加者数 236 人
今年度計画の達成度 65 ％
目標達成度 55 ％

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
台風19号など週末に雨が降ること
が多く､日程の調整や参加者への連
絡で苦労した｡参加者数が減ること
もあった｡

■工夫した点
下見を数回実施して安全性を確保
し、リピーターになってくれるよう
な楽しい活動内容と活動形態を工夫
した。

参加者の様子から、SDGsの内容について、自然体験活動を通じて楽しく学べる機
会があれば学びたいということが確認できた。「我が家のゴミの量調べとその後の
行方」に取り組むことで、環境とSDGsへの関心を喚起していきたい。

今後の
展望

活動地域  埼玉県

〒363-0027�
埼玉県桶川市川田谷5563-5
電話：090-1793-6665
E-mail：npo.shabondama@gmail.com
HP：http://npo-shabondama.pepper.jp

実　践

ひろげる助成

2年目


